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平成 21 年 3 月期第２四半期（連結・単独）業績との差異に関するお知らせ 
 

平成 21 年 3 月期第２四半期決算（平成 20 年 4 月 1 日～平成 20 年 9 月 30 日）の当社業

績につきまして、前年同期と比較し、下記のとおり差異が生じましたのでお知らせいたし

ます。 

記 

 

１．平成 21 年 3 月期第２四半期連結業績の差異 

（1）第 2 四半期（平成 20 年 4 月 1 日～平成 20 年 9 月 30 日） 

 （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 第２四半期（当期）

純利益 

前期実績（A） 2,936 110 199 92

当期実績（B） 3,544 219 390 238

増減額 （B－A） 608 108 191 145

増減率 20.7％ 98.1％ 95.8％ 157.4％

 

（2） 差異の理由 

売上高につきましては、アミューズメント関連事業において、不採算店舗からの撤退を

進めることにより、売上高が 703 百万円（前年同期比 25.7%減）と減少し、飲食事業にお

いては１店舗純減となり売上高は 439 百万円（同 2.0%減）となりました。 

また、子育て支援事業においては、保育所が 15 園増加し、学童クラブ３施設、児童館２

施設を運営受託または新たに開設し、売上高は 2,398 百万円（同 56.0%増）と好調に推移

し、その他の事業における売上高は、オフィスコーヒー事業を現状維持し２百万円（同 0.6%

増） となりました。 



これらの結果、当社グループの売上高は 3,544 百万円（同 20.7%増）と堅調に推移いた

しました。 

 営業利益につきましては、子育て支援事業においては、増収にともない 298 百万円（同

166.6%増）と好調を維持し、飲食事業においては、売上高の減少にともない 54 百万円（同

8.7%減）となりました。 

 また、アミューズメント関連事業においても、減収にともない 38 百万円（同 53.4%減）

にとどまり、その他の事業においては 1 百万円（同 551.4%増）となり、当社グループの営

業利益は 219 百万円（98.1％増）となりました。 

 経常利益につきましては、子育て支援事業の増益が、アミューズメント関連事業と飲食

事業の減益分を補い、当社グループ合計で 390 百万円（同 95.8%増）となりました。 

 一方、特別利益として受取保険金 142 百万円、特別損失として役員退職慰労金 74 百万円

を計上し、当第２四半期純利益につきましては、238 百万円（157.4%増）となりました。 

 

２．平成 21 年 3 月期第 2 四半期決算単独業績の差異 

（1）第２四半期（平成 20 年 4 月 1 日～平成 20 年 9 月 30 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 第２四半期（当期）

純利益 

前期実績（A） 198 43 63 37

当期実績（B） 334 158 183 160

増減額 （B－A） 135 115 120 123

増減率 68.3％ 265.4％ 191.5％ 332.5％

 

（2）差異の理由 

  当第２四半期における、当社グループ内の子育て支援事業の増収増益にともなう経営

指導料が増加し、売上高は 334 百万円（同 68.3%増）となりました。 

売上高が増加したことにより、営業利益 158 百万円（同 265.4%増）、経常利益 183 百

万円（同 191.5%増）及び純利益 160 百万円（332.5%増）となりました。 

 

以上 


